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。昨年の 1月 15日に開催された第 52四千葉医学会
学術大会において行なわれた CPCの原稿が関係者の
ご努力によってまとめられ，本号に掲載することが出来
ました。このような原稿は誰か一人でも執筆を怠るとま
とまらないものであり，協力 Fさった方々に御礼申し上
げます。 NewEng. J. Med.には毎号 CPCの記事が
載っておりますし，本昔、でもこのような論文をたびたび
掲載できれば良いが，と考える次第です0 
0 西丸和義教授の原稿は， 本年 5月 17日に行なわれ
た生理学特別講義， r生理学を中心に先進の教えるもの」
の要約です。本間教授の斡旋によって掲載することにな
ったものです。
く〉 国の内外を問わず，学会誌の発行が困難になって来
ているようです。その第 lの原因は経済的な問題にあり
ます。 
During the past several years many scien-
tific societies have been experiencing financial 
strains that have threatened their publication 
programs--
と Science 誌も報じております。幸いわが千葉医学雑
誌は，県医師会，ゐのはな同窓会，その他のご援助によ
って現在どうやら経済的な危期を脱しておりますが，残
念ながら別の意味で本誌は困難な状況の下にあります。
それは多くの会員の本誌に対する関心の低さにあるもの
です。千葉医学会の中核的事業のーっとして，本誌の発
展を願うのは本誌の編集陣だけであってはならないでし
ょう。 Science誌も次のように指摘しています一一 
The basic objective of the society publi-
cations is to provide readers with information 
relevant to their scholarly cliscipline，while 
that of commercial publications is to make a 
profit.ー一一
本誌をより良き学会誌とするために，会員の方々の強
い協力を頂きたいと願うものです。
なお，在ニューヨークの平沢会員(第 2外科)からは
るばる総説の原稿を送って頂いたので次号に掲載する予
定です。 編集委員長桑田次男
